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１．はじめに 

和同開珎の滋賀県での集成作業は、日永氏が行った集成（葛野他 1985）が最初で、のち栄原

氏が集成を行っている（栄原 1993ｂ）。2000 年に行われた出土銭貨研究会北陸大会で、栄原氏の

表を基軸にして筆者が修正・加筆を行ったのち（坂田 2000)、辻川氏がさらに修正を行っている

（辻川 2007)。 

今回、辻川氏の集成を元にして一部修正加筆したものが、集成表である。なお辻川氏の集成表

は、皇朝銭全てと共に辻川（2007）に掲載されている。 

 

２．事例の整理 

滋賀県内、旧近江国では、55 遺跡 157事例で、613枚が出土している。ただ、これらを全て追

跡調査はできていない。枚数については、遺跡数、事例数ともにほぼ実数に近いものと思われる。

銭種については、確認の限り新和同である。 

以下事例を概ね出土状況ごとに紹介したい。 

（１）祭祀関連 

①大溝などからの出土例 

斗西遺跡では、７世紀には竪穴建物が４棟検出されているだけであった状況から、８世紀前半

には掘立柱建物と竪穴建物が混在した状況への集落の変化が確認されている。これらは、ほぼ磁

北に統一方位を持っているようであり、集落としての統制がとられた状況であるが、官衙的様相

は認められない。和同開珎の出土地点は、集落に隣接する大溝の SD1 と SD2 肩付近から出土して

いる。 

観音寺城下町遺跡では、老蘇森に隣接した湿地部分から出土している。500ｍ離れているが、

８世紀の『高殿』と墨書された須恵器が出土していることから、集落と祭祀場所との関わりが考

えられる。 

これらの事例は、大溝などを祭祀場に和同開珎を使用する形態があったことを示すと考えられ

る。 

②井戸などからの出土例 

中兵庫遺跡では、掘立柱建物５棟や、門・柵などが検出されている。和同開珎は、その中の井

戸土抗 169で出土している。井戸は、丸太刳り貫きの井戸枠の掘方から出土している。遺構は確

認されていないものの、立地を見てこの付近に港湾とその集落の存在も否定できない。 

矢倉口遺跡では、８世紀前半から 10 世紀前半まで存続したと考えられる方位を統一した集落



が確認されている。集落の最盛期は８世紀前半から９世紀前半までで、SE06 は、最下層から須

恵器壺Ａ、土師器壺Ａと蓋Ｂが井戸底部に置かれた状態で出土し、供伴して、皇朝銭 20 枚が壺

外に置かれて出土している。皇朝銭は、和同開珎１枚・萬年通寳６枚・神功開寳 13 枚。土器は、

平城宮Ⅳから平城宮Ⅴ、井戸が築かれたのは、８世紀後半と考えられる。 

野畑遺跡では、８世紀の井戸 SE004 から第２期の井戸枠の下、第１期の井戸枠外にて出土して

いる。 

③港湾・架橋等の出土事例 

大中の湖单遺跡では、突堤の先端から和同開珎１枚が出土している。この遺跡は、８～９世紀

が遺跡の最も繁栄する時期で、検出された突堤は、この集落の港湾部分と考えられる。 

唐橋遺跡での和同開珎は、100枚が第３橋の橋桁周囲に広く分布して出土しており、特に橋桁

下付近が多い。調査では、ほぼ同レベルであり１枚のみ別位置で出土している。このことから明

らかな意図が感じられる。皇朝十二銭も同じ状況である。しかし中世以降の銭貨は、このような

意図的な状況で出土していない。 

④埋納遺構として検出された事例 

穴太廃寺跡は、７世紀中葉から 11 世紀末まで存続した古代寺院跡で、創建寺院と再建寺院が

明確に確認できる。再建寺院は、大津宮と方位をそろえていることから、関連が深いと考えられ

る。崇福寺は穴太廃寺・单滋賀町廃寺と共に大津宮との関連が深く、金堂、弥勅堂の基壇から和

同開珎が出土している。塔心礎には無文銀銭 12 枚が出土している。穴太遺跡も大津宮に関連す

る古代集落と考えられている。集落の祭祀と考えられる祭祀遺構 No.３と No.１で埋納された状

態で出土している。单滋賀遺跡も、大津宮関連でここからは、ピットに土師器皿が２枚重なり、

その周囲に和同開珎が５枚出土している。 

一方近江国庁では、埋納遺構に９枚の和同開珎が出土している。これは、構成する建物の地鎮

と考えられる状況である。 

夕日ヶ丘北遺跡では、埋納土抗 J221 で 57 枚、J224 から６枚が出土している。付属の掘立柱

建物が８世紀末から９世紀初頭に位置づけられることから、このころ埋納されたものと考えられ

る宮ノ前遺跡は、土師器甕内から緡となった 100 枚が出土している。６世紀後半から９世紀にか

けての竪穴建物と掘立柱建物等が検出されている。 

（２）湖底からの出土 

主に沖ノ島赤鼻遺跡、大中の湖单遺跡、松原内湖、入江内湖の事例があげられる。沖ノ島赤鼻

遺跡は、和同開珎 71枚・萬年通寳 83枚・神功開寳 280 枚という出土であり、何らかの過失によ

りその地に集中した可能性がある。大中の湖单遺跡の事例でも和同開珎５枚を含む 167枚がほぼ

集中をして出土しているが、斗西遺跡や唐橋遺跡などの意図的なものが感じられない。松原内湖、

入江内湖も同様である。 

（３）その他 

宮町遺跡のように、整地された箇所からの出土例がある。また蛭口宮遺跡等、４事例に墓と記

載されるものがあるが、確認ができなかった。 



 

３．分布的様相 

まず宮跡と関連寺院、国庁跡と関連遺跡と拠点集落及びそれに関連する祭祀場であろう場所か

ら出土しているといえる。特殊な湖底遺跡などを除くと大津宮と関連遺跡からの出土事例が多い

傾向にある。また近江国庁でもその出土が確認されている。全国的に見ても、大和・山城・摂津

などの出土例が多く、短期間であっても古代の宮があったことによる影響であることは否定でき

ない。 

つぎに滋賀県全体の地図を見ると、出土位置は、東海道・東山道等の陸路、また河川、湖に沿

った港湾に近い水路にほぼ当てはまる。ただ、郡衙的遺跡や関連寺院からは全く出土していない。

このことは、出土地点が一有力集落等ではなく朝廷やそれに近いところの影響地域であった可能

性があると恩われる。 

 

４．おわりに 

以上、集成し、若干整理をしてみた。残念ながら報告書や研究に記載される和同開珎を現在全

て確認できない上、出土状況もはっきりしないものが多く、あまり明確な検討が出来ないのが現

状である。今後機会ごとに表を修正し、確かな実態を把握していく作業を継続して、資料を確か

なものとしていきたい。 
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